
 

（第２号様式）   
令和４年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立有馬高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10 日実施） 

総合評価（３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①特色ある国際理
解教育と「総合的
な探究の時間」に
係る研究と実践を
とおして、探究的
でグローバルな視
野を持つ人材を育
成する。 
②「育てたい生徒
像」を見据え、共
通性と多様性のバ
ランスに配慮した
教育課程の策定と
実施を図るととも
に、特別活動の充
実をめざす。 
③「主体的・対話
的で深い学び」を
めざし、授業改善
を実施する。 
④基礎的基本的な
知識・技能と思考
力・判断力・表現
力等の育成のバラ
ンスを重視し、主
体的に学習に取り
組む態度を養う。 
 
 

①特色ある国際理解
教育を継続的に実践
する。ＳＤＧｓに係
る探究の研究指定３
年目として「総合的
な探究の時間」につ
いては、これまでの
取組みを総括し、研
究指定最終年度の取
りまとめを行う。 
②特別活動の充実を
とおして自己理解を
深め、自己肯定感を
高める支援を行う。
③④「主体的・対話
的で深い学び」を昨
年に引き続き校内共
通のテーマとし、Ｉ
ＣＴを活用した授業
づくりをテーマとし
た授業改善に取り組
み、生徒の基礎学力
の養成および生徒の
主体的な学習態度を
養う。 

①姉妹校交流の実践的
活動を行い、生徒の英
語利用の場面を設定す
る。また、ＧＴＥＣや
英検等の試験を通し
て、国際理解への意識
づけを行う。 
・３年生が行ってきた
ＳＤＧｓの探究的活動
を１・２学年に確実に
フィードバックし、よ
り精選した取組を行
う。 
②特別活動の実施にお
いて、生徒自身が考
え、主体的に活動でき
る場面を設定し、「自
ら考え行動する人材を
育成する。 
③④「ＩＣＴを活用し
た学校における学習と
家庭学習の連携」を共
通のテーマとし、授業
研究を進める。 
④教科学習やＳＤＧｓ
探 究 活 動 に お い て
Google Classroom を利
活用し、生徒の基礎学
力・主体的な学習態度
を養う。 

①国際理解教育を
意識した実践的な
活動を継続的かつ
発展的に行うこと
ができたか。 
・英検等の外部試
験の受験者が昨年
度の受験者よりも
増加したか。 
②年間を通じての
生徒の自己評価に
おいて、特別活動
に主体的に取り組
んだと考える生徒
の割合が全校生徒
の７割を超えてい
るか。 
③④前期、後期に
おいて授業公開及
び授業研究を行
い、Google 
Classroom 等、ＩＣ
Ｔを利活用した授
業が実践できた
か。 

①コロナ禍で姉妹校交流
は実施できず、継続の意
思確認のみに終わった。 
・英検の受験申込総数は
前年度よりとほぼ同数で
あった。 
・探究活動についてはコ
ロナ禍で実施可能なもの
に精選して取り組んだ。 
②各行事に主体的に取り
組んだかという５段階評
価の質問に対し、４以上
の評価の合計が、体育祭
では６割を超え、文化祭
では、７割を超える回答
を得た。 
 
 
③④教員同士の授業公開
を行った。またオンライ
ン授業実践を考え、機材
を充実させた結果、より
効果的なGoogle Meetを活
用した双方向授業が可能
となり基礎学力の定着を
意識した授業を行うこと
が で き た 。 Google 
Classroomを積極的に利活
用した授業実践もできて
いる。 

①姉妹校交流について、
オンラインの活用を視野
に検討する。 
・検定試験は英検に限ら
ず、様々なものを生徒に
紹介する。 
・探究活動について、オ
ンラインを活用した取り
組みを増やす。 
②すべての学校行事で、
生徒が主体的に取り組む
意識を高める工夫や、学
校全体での行事への連携
強化の必要性がある。ま
た、委員会や生徒会本部
を中心として生徒の考え
を反映させる組織づくり
をする。 
③④１人１台端末の導入
に向けて、教員一人ひと
りのＩＣＴ活用のスキル
アップを行う。また、授
業公開のテーマを引き続
きＩＣＴ活用とし、教科
指導に具体的にどのよう
に取り入れるか研究す
る。 

①コロナ禍においても
どんな方法だったら交
流活動ができるのか、
アイデアを出し合って
実施に向けて検討して
いく必要がある。ＩＣ
Ｔを活用した交流活動
へ一歩踏み出すことを
期待したい。 
②主体的に取り組んだ
比率が高いのは、先生
方の生徒に対する関わ
りの的確さの表れであ
る。 
③④目標にしている授
業改善への取組を実践
されていることは評価
できる。 
・ＩＣＴ活用について
は、＜導入→効果測定
→改善（使用の有無の
見極めも含めて）＞の
繰り返しが必要であ
り、今後理想的な方向
への推進が期待でき
る。また、生徒もオン
ラインを使った授業に
慣れ、今後のＩＣＴを
活用した交流活動につ
いても期待をしたい。 

①姉妹校との間では交
流継続の確認は取れて
いるが具体的な相互交
流・教育活動はできな
かった。今後、オンラ
イン交流も含め実施に
向けた具体的検討が必
要である。 
・英検の受検者数は若
干減少し、合格者割合
も前年の33％から24％
に低下した。英語力の
低下が考えられ、英語
力向上が課題である。 
・探究活動では全学年
でＩＣＴを利活用し、
探究活動を進めること
ができた。 
③④授業公開等を通し
て、授業改善を意識し
た取組の継続ができて
いる。ＩＣＴ利活用を
主なテーマとして取り
組んできたが、今後は
機器の操作方法ではな
く、「生徒への教育効
果を上げるＩＣＴの利
活用」という新たなテ
ーマを掲げて取り組む
必要がある。 

①年度当初に、交流の
実施時期やオンライン
での交流を含めた実施
方法について、コロナ
禍における課題等を洗
い出し、具体的な検討
を行う。 
 
・英語の学力向上を意
識した授業の実践と、
外部試験対策の学習機
会を設けるなど学校と
して対策を施す。 
・ＳＤＧｓに係る３年
間の研究成果の蓄積を
次年度に引継ぎ、新し
い探究活動の方法を取
り入れ深めていく。 
③④端末と教科書等紙
媒体や黒板の使い分
け、単元指導における
有効な教育機器・材料
の研究などをＰＤＣＡ
サイクルを活用して進
めていく。また、新年
度入学生の 1 人 1 台端
末の導入に合わせて、
さらなる環境整備と教
職員のスキルアップの
研修等も継続して行
う。 

２ 
生徒指導・
支援 

①部活動の充実を

とおして自己理解

や他者理解を深め

る支援を行う。 

②交通安全指導を

通してマナーの向

上と事故防止に取

り組む。 

③人権尊重の精神

および規範意識を

高める取組を推進

する。 

④生徒一人ひとり

の個に応じた生徒

支援体制の確立を

図る。 
 

①部活動をとおして

個性を伸長し、自主

性や協調性、責任

感、連帯感などを養

い、好ましい人間関

係を形成する。 

③④生徒一人ひとり

が、のびのびと安心

して学校生活を送れ

るようにいじめ等の

トラブル防止に重点

を置いた取り組みを

行う。また、情報共

有による協働支援体

制を整え、迅速に関

係機関と連携した適

切な支援を行う。 

①部活動顧問の積極的

な取組と共に、教職員

間の連携を図り生徒が

主体的に活動し成長で

きるように支援する。        

③④日々の教育活動と

いじめに関するアンケ

ートや面談を通じて、

実態を把握し、問題に

対して迅速な対応を行

う。 

・支援が必要な生徒や

不登校生徒対応等につ

いて全職員の共通理解

を図り、スクールカウ

ンセラーや関係機関と

連携する。 

 

①部活動調査にお

いて、主体的に取

り組んだと振り返

る生徒の割合が参

加した生徒の 7割

を超えているか。

③④いじめやＳＮ

Ｓにおけるトラブ

ルをなくす取組を

行い、問題に対し

て適切な対応がで

きたか。生徒の情

報共有を図り、関

係機関と連携し、

生徒および保護者

に適切な支援がで

きたか。 

①部活動調査において、
部活動に参加している生
徒の９割が、部活動に入
って良かったと回答し
た。 
 
③④「いじめ・学校生活
についてのアンケート」
を全校生徒対象に行い、
アンケート内容を基に担
任を中心に個人面談を実
施した。管理職、学年職
員、保護者が連携し、問
題に対して迅速な対応を
行った。 
 
・1 学年生徒対象の「SNS
トラブル防止講演会」を
実施し、情報科とも連携
し、生徒への啓発に努め
た。 

①満足度だけでなく、生
徒が主体的に取り組める
体制作りを顧問と連携し
強化したい。今後は、部
活動加入率を向上させる
工夫をする。 
③④いじめ問題を含め、
教育相談、カウンセラー
相談を更に充実できるよ
う職員、保護者、生徒
に、相談日や相談項目を
示したい。また、問題発
生時のマニュアルを職員
に周知し、迅速に対応で
きる校内体制を整備す
る。 
・SNSのトラブルは、いじ
め問題につながるので、
常に注意喚起を促し、安
全で安心した生活が送れ
るよう生徒を支援する。 

①先生方の支援もあ
り、部活動に参加して
いる生徒も満足度は高
い。貴重な社会性を育
み、楽しく活動できる
部活動を目指して欲し
い。 
③④情報共有による協
働支援体制が整えら
れ、適切な支援が行わ
れている。今後も「い
じめ」については、注
意喚起を継続して欲し
い。 
・コロナ禍で、人との
交流が少なくなり、自
分の殻に閉じこもって
しまう生徒等が増える
心配もある。そのよう
な生徒への対策も大切
である。 

①生徒の満足度の高い
部活動を行えている。
満足度を維持しつつ、
より教育効果の高い部
活動が求められる。 
 
③④年２回の「いじ
め・学校生活について
のアンケート」と、生
徒理解のための個人面
談を計画通り実施し、
問題に対しては、管理
職、学年職員、保護者
が連携し迅速な対応を
行った。 
・1 学年生徒には「SNS
トラブル防止講演会」
を実施できた。SNS を
利用する全校生徒への
指導・支援が課題であ
る。 

①各部活動の顧問が、
生徒の主体的取組を意
識した部活動運営を目
指し、生徒の支援を行
い、社会性を養う。 
 
③④いじめ問題を含
め、教育相談・カウン
セラー相談を更に充実
させるための体制を整
備する。また、問題発
生時のマニュアルを職
員に周知し、迅速に対
応できる校内体制を整
備していく。 
・SNS のトラブルは、
今後も大きな課題であ
るので、全校生徒に注
意を喚起し、安全・安
心な学校生活を送るた
めの支援を行う。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10 日実施） 

総合評価（３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①大学等における
多様な入試形態を
見据え、生徒一人
ひとりの進路希望
実現に向けたきめ
細かな支援体制を
充実させる。 
②教科における学
習活動と進路指導
との連携を図り、
生涯にわたって基
盤となるキャリア
教育を実施する。 

①入試動向情報を的
確に把握し、生徒の
進路希望に沿った進
路実現を支援する。 
②高大連携事業やイ
ンターンシップへの
参加を積極的に進め
る。 

①大学等の入試担当者
を招き、直近の入試情
報や入試対策について
の講演を実施する。 
・進路指導室を拡充
し、生徒との相談体制
を強化する。 
②生徒の校外での活動
機会を確保するため、
大学・企業・事業所等
に積極的な広報活動を
図る。 

①グループウェア
システムも活用し
ながら、できるだ
け双方向による情
報獲得を行い、進
路実現の支援がで
きたか。 
②大学、企業、事
業 所 等 と 連 携 事
業、インターンシ
ップへの参加がで
きたか。 

①大学入試担当者を招き
年内入試直前講習を実施
した。一般入試受験者向
けにも入試対策講座を 2
回実施した。感染状況に
配慮しながら対面、リモ
ートを使い分け予定され
たガイダンスを実施し、
進路実現を支援できた。 
②感染症の影響でインタ
ーンシップは実施できな
かった。 

①講習・講座は、各受験
型の対策として一定の効
果が見られたので、次年
度も発展的に継続する。
対面でのガイダンスの方
が効果が高く、リモート
時の効果を向上させる方
策を模索する。 
 
②コロナ禍においても、
安全に実施できる機会を
大学、企業等と連携を取
りながら探る。 

①入試動向の情報を把
握し、個々の希望に沿
った進路指導を実現す
るための支援がなされ
おり、リモート等を活
用した感染防止への配
慮も評価できる。今後
も継続して欲しい。 
②テレワーク方式での
インターンシップも実
施されているので、導
入の可能性を模索して
欲しい。 

①大学入試担当者等の
協力を仰ぎ、リアルタ
イムの情報を生徒に提
供した。また、個別相
談を通して進路実現を
支援した。次年度以降
も充実した支援環境を
整える必要がある。 
②今年度実施できな
かったインターンシ
ップの実施へ向けた
方策を模索する必要
がある。 

①生徒の進路希望に沿
った支援をより充実さ
せるために、個別相談
体制を学年団と連携を
取りながら整備する。 
②テレワーク方式のイ
ンターンシップの実施
に向け研究を進める。
特に看護医療系、保育
系インターンシップの
確保に向け大学、専門
学校に働きかけ実践で
きる場を作る。 

４ 
地域等との
協働 

①生徒一人ひとり
が社会参画意識を
もって地域や世界
とつながる意識を
高 め る 支 援 を 行
う。 
②地域等と連携・
協働した災害への
備え、対応をさら
に深める。 
 

①学校周辺の美化活
動を実施し、地域に
愛される学校を目指
す。 
①ボランティア活動
動を通じて、社会の
一員としての意識を
醸成する。 
②防災に対する意識
と行動力を高め、
「いのちの大切
さ」、「自助・互
助・公助」の意識を
高める。 

①各学年で、年１回学
校周辺のゴミ拾い活動
を実施する。 
①ボランティア活動の
案内を広く周知し、生
徒の積極的な参加を促
す。 
②防災意識と行動力を
高めることができる避
難訓練を実施する。 
・地域の行政機関と連
携した防災教室及び防
災体験を実施するとと
もに、避難所運営の緊
密化を図る。 

①各学年、年１回
学校周辺のゴミ拾
い活動が実施でき
たか。 
①ボランティア活
動に参加し、地域
に参画する意識が
向上したか。 
②生徒の防災意識
と行動力を高める
ことができたか。 
・地域の行政機関
と連携した防災教
室を実施するとと
もに、避難所運営
の緊密化を図るこ
とができたか。 
 

①１年生は学校周辺の美
化活動を実施した。その
他、環境美化委員会で校
内掲示板ペンキ塗りを行
った。 
①ボランティア活動への
参加はできなかったが、
生徒会本部と地域企業と
の連携による交通安全の
看板の作成で、地域貢献
への意識を高められた。 
②防災委員を対象に DIG
研修を実施し、危険個所
等の確認を行った。避難
訓練については、通常と
違う形での訓練を行い、
防災意識を高めることが
できた。 
・地域の行政機関と連携
した防災体験訓練は、コ
ロナ禍で中止となった。 

①学年単位だけでなく、
生徒会活動・委員会等で
積極的に地域の貢献活動
としての美化活動を計画
する。 
①ボランティア活動自体
の機会が少ない中で、生
徒への効果的な告知方法
と動機付けの方法を検討
する。 
 
②生徒の安全を考え、そ
の時の状況に応じて、有
意義な避難訓練の方法を
模索する必要がある。防
災意識の涵養と有事にお
ける良識的行動の意識を
醸成するための訓練を考
えたい。また、次年度
は、地域と連携した防災
の活動を模索する。 

①地域貢献について
は、できることを生徒
たちと共に考え、実行
に移していくことが社
会参画意識を高めるこ
とにつながる。今後の
活躍に期待したい。 
 
 
 
②通常と違う形での避
難訓練を行い、防災意
識を高めたことは評価
できる。 
・防災意識と行動力を
高める避難訓練は地域
にとって大事な取組で
ある。有事の際に成果
が発揮できるよう備え
ておけるようにした
い。 

①地域貢献活動につい
ては、できる範囲内で
取り組むことができた
が、次年度以降どのよ
うな活動にするのか検
討する必要がある。 
①ボランティア活動を
広く行うことができな
かった。生徒自身が主
体的にボランティアを
行う意識を醸成する必
要がある。 
②DIG 研修の実施や例
年と違う形での避難訓
練を行い、防災意識を
高めることができた。 
・地域の行政機関と連
携した防災体験訓練
は、コロナ禍で中止と
なった。次年度は実施
の検討の必要がある。 

①地域貢献活動につい
ては、近隣自治会と連
携し地域が必要として
いることを行えるよう
検討していく。 
 
①地域交流や総合的な
探究の時間での意見交
換を通して、地域参画
の意識を醸成する。 
 
 
②生徒一人ひとりの防
災意識の涵養と有事に
おける良識的行動に繋
がる避難訓練の方法を
考えて計画する。ま
た、自治会の意見も取
り入れ、地域と連携し
た防災の活動を検討す
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①ＩＣＴ環境の整
備改善を進めると
もに、ＨＰ等を活
用して本校の教育
活動に係る情報発
信を充実させる。 
②安心・安全な教
育環境の整備を充
実 さ せ る と と も
に、事故・不祥事
防止のさらなる徹
底を図る。 
③働き方改革の推
進に向けて、組織
的な取組を進めて
いく。 

①③年次進行的に進
めてきたＩＣＴ機器
の整備を継続し、よ
り多くの授業等で活
用を図る。また、情
報報機器の適切な管
理と利活用を促進
し、教材の共有化、
校務処理の迅速化、
効率化をさらに進め
る。 
①ＨＰの更新頻度を
上げ、本校の教育活
動の情報発信をより
増やす。 
②生徒・教職員が安
心して安全に過ごせ
る教育環境整備の充
実に向けた修繕を行
う。またゴミの減量
化のさらなる徹底を
図り、ＳＤＧｓを意
識したクリーンで安
全安心な環境づくり
を心掛ける。 

①③整備された Chrome 
Book 等ＩＣＴ機器を有
効活用した授業を実践
する。また、教材の共
有化、Teams 等を活用
した校務処理の迅速
化、効率化を行い働き
方改革を実践する。 
①各グループ等で情報
発信を積極的に行える
システムの構築を図
り、発信頻度を上げ、
ＨＰを充実させる。 
②年２回の学校施設点
検を実施し、修繕箇所
を発見し、速やかな修
繕を行う。 
②各教室にゴミ箱を設
置しないことにより、
生徒一人ひとりがゴミ
の持ち帰りを意識する
環境づくりを行う。 

①③各教科やＨＲ
活動等でのＩＣＴ
機器の効果的活用
が 行 え た か 。 ま
た、教材の共有、
Teams の活用により
校務処理がより迅
速 化 、 効 率 化 さ
れ、業務時間の短
縮 に つ な が っ た
か。 
①各グループ等で
の情報発信をする
頻度が増えたか。 
②年２回の学校施
設点検を実施し、
修繕の必要な箇所
の修理を行い安全
な環境を確保でき
たか。 
②生徒のゴミの持
ち帰り意識が向上
したか。 

①③Google Classroom を
活用して健康観察、ＨＲ
連絡、教科での課題配信
等を行った。また、オン
ラインによる双方向授業
を実施した。Teamsの活用
により打ち合わせ、連絡
事項等、校務処理が効率
的に行われるようになり
業務時間の短縮を実現で
きた。 
①ＨＰでの情報発信では
一部のグループでは情報
発信が行えるようになっ
たが、未実施のグループ
もある。 
②年２回の学校施設点検
を実施し、修繕箇所を洗
い出すことができ、安全
を環境を維持することが
できた。 
②各教室のゴミ箱の未設
置により、生徒一人ひと
りがゴミの持ち帰りを意
識することができた。 

①③来年度の一人一台端
末に向けて、更なる効果
的なＩＣＴ活用を教科並
びに学校全体で研究す
る。また、継続的なTeams
の活用による、校務の更
なる効率化、業務時間の
短縮を図る具体的方策を
検討する。 
 
 
①ＨＰ更新研修会等を行
い、各グループ職員が情
報発信が行える技術を身
に付ける。 

 
②修繕箇所の洗い出しは
行えたが、修繕における
費用面の課題が残る 
 
 
②ゴミ箱の未設置で、ゴ
ミの放置が散見された。
生徒会等と連携し、生徒
への啓発活動を行う。 

①③ＩＣＴ環境の整備
改善が進んでいるよう
であるが、活用し効果
をあげるにはより教職
員のスキルアップを図
る必要がある。 
引き続き環境の整備も
お願いしたい。 
 
 
 
①ＨＰでの情報発信も
さることながら、若い
世代につながりやす
い 、 Instagram や
Twitter のレベルでの
発信でも十分である。 
 
 
 
②環境整備を心掛ける
意識は、社会に出ても
続くことであるので、
生徒への啓発活動は続
けて欲しい。 

①③授業等の教育活動
や校務に利用されてい
るＩＣＴ機器を効果的
に活用できた。今後
日々進歩する技術に対
応すべく、教員のスキ
ルを上げる必要があ
る。 
①各グループでのＨＰ
更新が行えるようにな
ったが、さらに校内体
制の整備を行い、情報
発信を行う必要があ
る。 
②学校施設点検は行う
ことができたが、修繕
が必要な箇所をすべて
改修することができな
かった。未修繕個所の
対応に課題が残る。 
②ゴミ箱の未設置によ
り、ゴミの減量化につ
ながった。今後は放置
されるゴミへの対応が
必要である。 

①③教員全員がタブレ
ット端末等を積極的に
活用できるよう、活用
の方法等の情報を全体
で共有できる体制を整
えていく。 
 
 
①ＨＰ以外の情報発信
についても県の規定等
も確認しながら、実施
の可能性を模索した
い。ＨＰの更新につい
ては、各グループでの
情報発信の頻度をあ
げ、ＨＰを充実させて
いく。 
②未修繕個所につい
ては、事務室と連携
しながら優先順位を
つけて改修を行う。 
②美化意識の醸成に
ついて、生徒会等を
通して啓発活動を行
うことを検討する。 



 

 


